
私たちは、地域住民の心と身体の健康をささえる病院として 

「こころのふれあい」を大切に、安心と満足、信頼を得られる医療・保健・福祉を推進します。 
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やわらかい陽射しのなかで新年度を迎えました。新しいスタートの時期、 

八幡青樹会病院の季刊広報誌「青葉の風」第８号を話題たっぷりお届けいたします。 
                         
 

 今年も新就職者を迎えました。          総務  藤井 勝 
今年も八幡青樹会病院は看護師や作業療法士、精神保健福祉士など総勢 18 名の新就職者を迎えました。

辞令交付式のあと、地域医療をささえるエキスパートとしての教育研修プログラムが早速始まりました。

研修終了後、新社会人としての爽やかな緊張感をもって担当部署に配属されました。 
 

 医薬分業から1年が過ぎました。       薬局 薬剤師 大森 祐司 
昨年 4 月 1 日より外来診療にかかるお薬を院外処方箋に切り替えさせていただきました。医薬分業の推

進は全国で進められており、滋賀県でもほぼ半数の病院、診療所が医薬分業に切り替わっております。切

り替え時の混乱を避けるため、数ヶ月前から病院と地元薬剤師会と連携をとらせていただき、お蔭様でス

ムーズに医薬分業を開始することが出来ました。医薬分業のメリットはいくつかありますが、思わぬメリ

ットのひとつに受診されてから帰宅いただくまでの待ち時間が大幅に短縮されたことです。これは外来薬

調剤の時間が無くなったことだけではなく、院外処方発行にあわせ、受付けから、診察、会計のフローが

大幅に見直されたことにもよります。それらの相乗効果で、長い時は最大１時間を超えていた患者様の薬

待ち時間も受診後、会計待ちのみの10分程度となりました。調剤薬局ではかかりつけ薬局としての薬歴

管理や、飲み合わせなどお薬の説明等を行っているので、患者様へのメリットは大きいと思います。今後

も地域の調剤薬局との協力、連携を図り、患者様が安心して服薬できるよう改善、努力したいと思います。 

外 来 診 療 時 間 の お 知 ら せ    

 ● 初診受付 ： 午前８時３０分 ～ 午前１０時３０分 

 ● 再来受付 ： 午前８時３０分 ～ 午前１１時３０分 

 ● 診 療 日 ： 月曜日～土曜日 

（土曜日は平常どおり診療しております。） 

 ● 休  診 ： 日曜 祝祭日年末年始（12/30～1/3） 

          夏季（8/15）、創立記念日（7/16） 

 

 

～～～～～～～～～～ 精神保健福祉にまつわるQ＆A ～～～～～～～～～～ 
☆質問☆： 障害者自立支援法の中で従来の精神通院医療は廃止されるのでしょうか。 

自立支援医療においては、一律5％負担の精神通院医療、所得に応じた負担の更正医療・育成医療という制度

間の不均衡を解消し、医療費と所得の双方に着目した自己負担の仕組みとして障害者の負担の公平を図り、制

度の維持可能性を高めるため、障害者を含め、費用を皆で支え合う仕組みとして、制度の公平性、安定性を確

保して持続可能性を高めることを目的とするとされています。精神通院医療は、精神保健福祉法から自立支援

医療として障害者自立支援法にその根拠が移されますので廃止されるわけではありません。自立支援医療の対

象となる疾病の範囲は今までの制度と同じです。自己負担は原則として1割ですが、負担水準の条件等があり

ますので、詳しくはソーシャル・ワーカーもしくは病院スタッフにお尋ねください。 

  月 火 水 木 金 土 

１ 診 由 利 山 枡 石 倉 由 利 石 倉 山 枡

２ 診 山 本 山 本 齋 藤 山 本 濱 名 石 倉

３ 診 濱 名 大 戸 廣 田 青 木 青 木 廣 田

４ 診 ― ― ― ― ― 大 戸

内 科 ― 武 内 卜 部 ― 瀬 川 ― 

循環器 浜 本 ― ― ― ― 蘆 原



 

八幡青樹会病院のデイケアの魅力についてデイケア利用者 Fさん（女性）より投稿いただきました。 

こんにちは。私は元気で近江八幡の青樹会病院のデイケアに通っ 

ています。朝９時半にミーティングをして9時40分頃にラジオ 

体操をします。そして10時から本格的にデイケアが始まります。 

一番の魅力は月２回、土曜日のボウリングにあります。私もボウ 

リングはデイケアに来てから始めました。その次は月２回のカラ 

オケです。私の得意な分野で「桃色吐息」を一番最初に歌います。

次に「河内おとこ節」を歌います。この曲は私の好きな曲です。今年の 3 月 7 日のカラオケは

「花嫁」を歌い93点とって１位でした。91点が４曲も出ました。喜んでいます。最近、英会

話のプログラムも新しくできて勉強になります。他には調理実習、スポーツ、音楽療法、ストレ

ッチ、お菓子作り、ビデオ鑑賞などがあります。プログラム作成は、みんなで行います。歩゜歩゜

タイムズという新聞を作って１カ月あったことの感想を書きます。その他まだまだありますが、

これぐらいにしておきます。デイケアは楽しいところです。皆さんも来てください。 

八幡青樹会病院 デイケア利用者 F より 

 

こころのエッセイ ・・・・ 雑 感       八幡青樹会病院 事務局長 髙田治朗 

私が青樹会病院に就職した年は 1958年、48年前です。どうしてこんなに精神科 
の患者さんと同じ屋根の下で暮らせたのか、答えは分かりません。ただ一つは云える 
ことは、看護師として働いて 10年目位のことです。当時の看護の仕事は、患者さん 
の考えや行動を自然の人間の姿として理解することだと某先生から教わり、自分でも 
患者さんにいろいろ尋ねたことがあります。そんな中で患者さんのグループ活動の時 
自殺未遂を経験された方々がおられました。どうして自殺されようとしたのかと尋ね 
た時、「わたしが死にたいと思った訳は、今の神様が怠けているからです。神様は人を 
幸せにするのが役目です。でも世界には不幸な人が沢山いて苦しんでいます。だから私 
が死んで神様になり代わり不幸な人を助けるのです。」と淡々と話されました。その言 
葉が今も私の脳裏に残っています。きっと自分のこころの片隅にも不幸な人がおられたら 
手を差し伸べたいという気持ちがあると思います。精神病に支配された考えの中にも自分 
と共通する考えがあることに気づかされたのです。これを教えてくれた患者さんの言葉が、 
私を今日まで青樹会病院に引き止めてくれたのだと、最近ようやく分かってきました。 

          

♯☆◎ あとがき ♯☆◎  病院には400㎡足らずの農園があります。そこではいつも季節の野菜や草

花が植えられていて、収穫の時期になると季節の野菜が職員や患者様、地域

の方々に配られます。昨年の秋、農園の責任を持っているベテラン看護師の

T さんから、間引きされたミズナの苗をたくさんもらいました。ネコの額ほ

どですが、自宅の菜園に植えておいたら形の整った青々としたミズナに成長

しました。去年から今年の初めは例年になく寒く、雪がたくさん降りました

が、それがミズナには良かったらしく3月始めに収穫し油揚げと炊いたとこ 

ろ、とてもやわらかく独特の苦味のある美味しいミズナになりました。最近はサラダ用の甘く生で食べら 

れるミズナも人気ですが、私はやっぱり苦いミズナが一番ですね。   編集室 

皆さまからのご意見、投稿など募集しております。詳しくは広報委員会までお尋ねください。 

八幡青樹会病院  広報委員会（地域連携室内）  電話 0748-33-7104 FAX 0748-32-7725 


